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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第４区分
【発行日】平成29年1月26日(2017.1.26)

【公開番号】特開2015-142474(P2015-142474A)
【公開日】平成27年8月3日(2015.8.3)
【年通号数】公開・登録公報2015-049
【出願番号】特願2014-15454(P2014-15454)
【国際特許分類】
   Ｈ０２Ｋ   5/167    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０２Ｋ    5/167    　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成28年12月9日(2016.12.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　反出力側の端部に断面Ｖ字形状の回転軸側凹部が形成された回転軸、および該回転軸の
外周面に固定された磁石を備えたロータと、
　前記磁石の外周面に径方向外側で対向する筒状のステータと、
　前記回転軸側凹部の錐面に当接する球体、および該球体を前記錐面との間に支持する軸
受部材を備えた反出力側軸受部と、
　前記回転軸および前記軸受のうちの一方側部材に前記回転軸と前記球体とが接触しよう
とする第１方向の付勢力を印加する付勢部材と、
　前記第１方向とは反対側の第２方向への前記一方側部材の移動を制限するストッパ部と
、
　を有し、
　前記一方側部材の前記第２方向への可動距離をｄとし、前記球体の半径をｒとし、前記
磁石の外周面と前記ステータとの間隔をＧとし、前記回転軸の中心軸線と前記錐面とが成
す角度をθとし、前記錐面の開口縁と前記回転軸の中心軸線との距離をＲとしたとき、
　前記可動距離ｄ、前記半径ｒ、前記間隔Ｇ、前記角度θ、および前記距離Ｒは、以下の
条件式１および条件式２
　　条件式１：Ｒ＞ｒ・ｃｏｓθ＋ｄ・ｔａｎθ
　　条件式２：Ｇ＞ｄ・ｔａｎθ
を満たすことを特徴とするモータ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　上記課題を解決するために、本発明に係るモータは、反出力側の端部に断面Ｖ字形状の
回転軸側凹部が形成された回転軸、および該回転軸の外周面に固定された磁石を備えたロ
ータと、前記磁石の外周面に径方向外側で対向する筒状のステータと、前記回転軸側凹部
の錐面に当接する球体、および該球体を前記錐面との間に支持する軸受部材を備えた反出
力側軸受部と、前記回転軸および前記軸受のうちの一方側部材に前記回転軸と前記球体と
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が接触しようとする第１方向の付勢力を印加する付勢部材と、前記第１方向とは反対側の
第２方向への前記一方側部材の移動を制限するストッパ部と、を有し、
　前記一方側部材の前記第２方向への可動距離をｄとし、前記球体の半径をｒとし、前記
磁石の外周面と前記ステータとの間隔をＧとし、前記回転軸の中心軸線と前記錐面とが成
す角度をθとし、前記錐面の開口縁と前記回転軸の中心軸線との距離をＲとしたとき、
　前記可動距離ｄ、前記半径ｒ、前記間隔Ｇ、前記角度θ、および前記距離Ｒは、以下の
条件式１および条件式２
　　条件式１：Ｒ＞ｒ・ｃｏｓθ＋ｄ・ｔａｎθ
　　条件式２：Ｇ＞ｄ・ｔａｎθ
を満たすことを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５０】
　本形態では、図４（ｂ）を参照して説明したように、回転軸２が傾いた状態で、モータ
軸線Ｌ０と回転軸２の中心軸線Ｌｓとがなす角度αが小さいことから、図３（ａ）に示す
ように、回転軸２がモータ軸線Ｌ０に直交する方向に変位するものと見做し、軸受部材７
が反出力側Ｌ２（第２方向）に可動距離ｄを移動した際に回転軸２が傾いても、回転軸２
が回転でき、回転軸２への負荷がなくなったときには、図４（ａ）に示す状態に復帰する
条件を検討した。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５６】
　例えば、軸受部材７の反出力側Ｌ２への可動距離ｄを０．１６ｍｍとし、球体６の半径
ｒを０．５ｍｍとし、回転軸２の中心軸線Ｌｓと錐面２ｈとが成す角度θを３０°とした
場合、球体６の錐面２ｈの開口縁と回転軸２の中心軸線Ｌｓとの距離Ｒ（ｍｍ）、および
磁石３の外周面３ｃとステータ１０の内周面１０ｃとの間隔Ｇ（ｍｍ）は、以下の条件と
なる。
　　条件式１：Ｒ＞ｒ・ｃｏｓθ＋ｄ・ｔａｎθ
　　　　　　　　　　＝０．５×０．８６６＋０．１６×０．５７７
　　　　　　　　　　＝０．５２５
　　条件式２：Ｇ＞ｄ・ｔａｎθ
　　　　　　　　　　＝０．１６×０．５７７
　　　　　　　　　　＝０．０９２３
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５７】
　従って、球体６の錐面２ｈの開口縁と回転軸２の中心軸線Ｌｓとの距離Ｒが０．５２５
ｍｍ以上であればよい。また、磁石３の外周面３ｃとステータ１０の内周面１０ｃとの間
隔Ｇ（ｍｍ）は、０．０９２３ｍｍ以上であればよい。この場合、可動距離ｄは、間隔Ｇ
の１．７３倍に設定した条件となる。このように、本形態によれば、上記の条件式１、２
を満たせばよいので、磁石３の外周面３ｃとステータ１０の内周面１０ｃとの間隔Ｇを過
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度に広く設定する必要がないので、大きなトルクを得ることができる。
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